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広島県酪農政治連盟の窓

広島県酪農政治連盟の窓

牛乳の不当乱廉売に待った！

　広島県酪農政治連盟

（藤岡辰彦委員長）は、4

会員全会員（委任状によ

る出席 1名）の出席のも

と通常総会を開催した。

藤岡委員長が議長となり

議事進行にあたられ、議

事録署名者に井上正芳委

員（安芸高田市）、隅屋寒

三委員（広島市）を指名

し、上程した提出議案は

全て可決承認した。監事意見からは連盟の活動資金の大半は、広酪の生乳出荷組合員による酪農対策推進費（生

乳 2銭/㎏）を財源とする中で、毎年の事業計画における収入額と実績支出額に大きな差があり、実質的に広酪

からの会費補填を受けた事業活動となっていることから、「活動資金の不可額の根本的な対策を検討すべき」と

指摘された。

　また、参議院選挙が平成 25 年 7 月 4 日（木）公示、平成 25 年 7 月 21 日（日）投票日を控え、同連盟として、

溝手顕正（自由民主党）、佐藤公治（生活の党）の 2名を推薦することとし、7月 3日（水）に推薦状の手交を決定

した。

6/21　広酪本所会議室

活動資金の財源確保を指摘　通常総会で監事意見

■上程された議案
第 1号議案　平成 24 年度事業報告並びに収支決算の承認
第 2号議案　平成 25 年度事業計画案並びに収支予算案
第 3号議案　平成 25 年度会費の分賦並びに徴収方法
第 4号議案　役員補欠選任

　広島県酪農政治連盟（藤岡辰彦委員長）は、牛乳小売価格が 1ℓ牛乳 128 円で恒常的に販売されている実態を

受けて、牛乳の不当乱廉売の疑いがあるとして、同店舗に赴き是正に向けた要望を行うものの、その後一向に

この改善が見られないことから、公正取引委員会に書面をもって、その是正を求める調査依頼を行ったところ、

同委員会から平成 25 年 7 月 1 日公国審第 174 号文書により、私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法

律（昭和 22 年法律第 54 号。以下「独占禁止法」という）第 45 条第 3項の規程に基づき通知を受けました。

　調査結果では、独占禁止法違反につながる恐れがある行為として、同違反の未然防止への観点から注意した

との回答通知を受けました。

　こうした案件は、乳業会社の目に触れないところで量販店または店舗の裁量によって店頭価格が決定されて

いる現状もあるようで、牛乳価格の安売りが見られた場合には、その製造乳業社等に是正措置をお願いするこ

ととしております。
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一般社団法人広島県酪農協会の窓 6/21　広酪本所会議室

■国「酪農ヘルパー円滑化補助事業」終わる
■県・生産者拠出金の基金取崩を検討

■総会上程議案

第１号議案　�平成 24 年度事業報告並びに収支決
算の承認

第２号議案　�平成 25 年度事業計画案並びに収支
予算案

第３号議案　�平成 25 年度会費の分賦並びに徴収
方法

第４号議案　役員補欠選任
第５号議案　�広島県酪農業協同組合からの依頼

への対処

　一般社団法人広島県酪農協会（山本武会長）は、

4会員全員（委任状による出席 1会員）の出席を

得て通常総会を開催した。議事は山本会長が議

事進行を務め、議事録署名者には井上正芳理事

（安芸高田市）、隅屋寒三理事（広島市）を指名し、

上程議案は全て可決承認した。同協会で管理す

る「酪農ヘルパー円滑化基金」に関して、平成 25

年度をもって酪農ヘルパー事業円滑化対策事業

（国庫事業）が終了することになっており、その

後においては、同事業の仕組みを継承する考え

のもとで広島県と生産者が拠出した基金の取崩

により酪農ヘルパー事業にかかる生産者負担費

用抑制の継続に関して検討することとした。


